
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構 
物質構造科学研究所教員公募について 

 本機構では、下記のとおり教員を公募いたします。 

記 

公募番号  物構研 26-3 

１．公募職種及び人員 
特別助教 （常勤、任期 4年）：１名 
3年目に定年制への移行の可否を審査する。ただし、着任前および着任後の経験と実績により、期間を短縮して定年制に移行 
する場合がある。 
本機構の教員の職名は、教授、准教授、講師、研究機関講師、及び助教であるが、機構の性格から、大学における講座制とは 
異なる運営が行われる。本機構の教員の定年は63歳である。 

２．研究（職務）内容 

大学共同利用機関である物質構造科学研究所では、放射光、中性子、ミュオン、低速陽電子の４種類の量子ビームを先端的かつ横

断的に利用した物質・生命科学研究を推進している。 

本公募の特別助教は、同研究所放射光実験施設の基盤技術部門に所属し、放射光ビームの安定供給と高性能化のための基盤技術

の開発研究を推進するとともに、次期光源に向けた新しい実験手法や実験装置の開発等にも従事する。また、放射光科学分野の将

来を担う人材育成を行う。勤務地はつくばキャンパスである。（職務内容、勤務地の変更の範囲：原則なし） 

より詳細な説明は以下を参照のこと。 

https://www2.kek.jp/imss/employment/IMSS26-3-j.html 
３．応募資格 

研究教育上の能力があると認められる者 

４．給与等 
給与及び手当は本機構の規則による。（年俸制） 

５．勤務形態 
原則として専門業務型裁量労働制を適用する。（みなし勤務時間：１日７時間４５分） 

６．公募締切 
2026年12月17日（木）正午必着 

７．着任時期 
採用決定後、できるだけ早い時期 

８．選考方法 
原則として面接選考とする。 ただし、第一段階の審査として書類選考を行うことがある。 
面接予定日：決定次第機構 Web サイトに掲示します。(対象となる方には、おって詳細をお知らせします。) 

９．提出書類 

(1) 履歴書: KEK指定様式（ https://www.kek.jp/ja/resume よりダウンロードしてください。）

※KEK指定様式以外の履歴書を使用する場合は、通常の履歴事項の後に必ず応募する公募番号 物構研26-3（２件以上応募

の場合はその順位）、推薦者（もしくは意見者）、電子メールアドレス及び、可能な着任時期を明記すること。

(2) 研究歴： 提出する論文別刷の研究の位置付けを含めること。

(3) 業績リスト: 以下の所定様式に従って作成すること。該当のないものは省略可。

1. 査読付き原著論文リスト

・和文と英文は別葉とし、共著の論文については原則として共著者名を論文記載順にすべて記入すること。（ただし、共著者数が

20名以上の場合は省略可。）また応募者の名前は下線をつけて示すこと。

・論文に整理番号を１からつけること。提出する論文別刷については、○印およびDOI情報を付すこと。

・著者、論文題目、論文誌名、巻数、発行年、ページ（始めと終わり）はもれなく記載すること。記載の順番は問わない。

2. 総説、著書リスト

3. その他の発表論文リスト（査読のない論文、会議録、紀要等）

4. 国際会議等の招待講演リスト

5. その他、外部資金獲得状況や受賞歴など参考となる業績

(4) 着任後の抱負（研究計画等を含む）

(5) 論文別刷：主要なもの 3編以内

(6) 履歴書に記載の推薦者（もしくは意見者）からの推薦書または参考意見（宛名は物質構造科学研究所長 船守 展正とすること）

※上記の書類は、すべてＡ４判縦長横書きとすること。

１０．書類送付 
（1）応募資料（「９．提出書類」（１）-（５）） 

以下のURLから当機構公募管理システムにアクセスし、応募フォームに必要情報をご入力の上、提出書類をアップロードして 
ください。 

【応募フォーム】 https://kekkobokanri.powerappsportals.com/ja-JP/oubo/?id=eed314ce-e4c1-f111-aaad-70a8a588b6c3
※応募に係るファイルは PDFとし、「９．提出書類」に記載している順に１つに結合してください。
（ファイルサイズは 35MB が上限です）。 また、ファイル名は“公募番号_応募者名”.pdf としてください。

※電子メールでのファイル添付による応募は受け付けることができませんので、ご注意ください。

https://www2.kek.jp/imss/employment/IMSS26-3-j.html
https://www.kek.jp/ja/resume
https://kekkobokanri.powerappsportals.com/ja-JP/oubo/?id=eed314ce-e4c1-f111-aaad-70a8a588b6c3


※選考過程において、当機構公募管理システム< jinji-kobokanri@a.kek.jp >から、応募フォームにご入力いただいた連絡先
メールアドレスへ連絡を行います。上記メールアドレスが受信できるように設定をお願いします。

（2）推薦書または参考意見書 
推薦者もしくは意見者ご自身により、以下の推薦フォームから PDFファイルにてご提出ください。 

【推薦フォーム】 https://kekkobokanri.powerappsportals.com/ja-JP/suisen/?id=eed314ce-e4c1-f111-aaad-70a8a588b6c3
※ファイル名は “応募者名_推薦者名.pdf ”としてください。
注）上記（1）、（2）の各フォームでのアップロードが困難な場合、または提出されてから数時間以内にメールが届かない場合、ご利

用のメールサービスの受信設定を確認の上、人事第一係＜ jinji1@ml.post.kek.jp >宛てご連絡ください。
応募受付状況を確認しご連絡致します。 

１１．問い合わせ先 

e-mail: noriyuki.igarashi@kek.jp
    （１）研究内容等について 

   　　　　物質構造科学研究所 放射光実験施設長 五十嵐教之 TEL: 029-864-5630 (ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)     
　　　　　 （２）提出書類について 

総務部人事・職員課 人事第一係                 TEL: 029-864-5118 (ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)   e-mail：jinji1@ml.post.kek.jp 
１２．その他 
    （１）本機構は、男女共同参画を推進しており、「男女共同参画社会基本法」の趣旨に則り、業績（研究業績、教育業績、社会的 

貢献等）及び人物の評価において優劣をつけがたい最終候補者（男女）がいた場合、女性を優先して採用します。 

DE&I推進室 (https://www.kek.jp/ja/about/de_and_i)
    （２）仕事と家庭生活の両立を図ることなどを目的とした在宅勤務制度があります。  

（３）受動喫煙防止措置：屋内禁煙、屋外の所定の場所以外禁煙 
（４）本機構は、応募者の皆様が安心して応募・選考に臨めるよう、セクシュアルハラスメントその他のいかなるハラスメントも容認して 

おりません。選考過程でハラスメントに関して不安や気になる点がありましたら、下記窓口に相談することができます。 
相談者のプライバシーは保護されます。 
また、相談したことを理由として、選考において不利益な取扱いを受けることはありません。   

KEKハラスメント相談窓口： https://www.kek.jp/ja/about/compliance/harassment

mailto:jinji-kobokanri@a.kek.jp
https://kekkobokanri.powerappsportals.com/ja-JP/suisen/?id=eed314ce-e4c1-f111-aaad-70a8a588b6c3
mailto:noriyuki.igarashi@kek.jp
mailto:jinji1@ml.post.kek.jp
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https://www.kek.jp/ja/about/compliance/harassment


詳細説明文 

本公募の特別助教は、放射光実験施設フォトンファクトリーの基盤技術部門に所属する。同部門は 8 つの専門チームからな

り、採用者はいずれかの専門チームに所属する。 

【基盤技術部門HP】 https://www2.kek.jp/imss/pf/section/beamline/ 

 

同部門は、放射光を実験装置に導くビームライン共通部の整備と高度化を目的として設置されている。現在フォトンファクトリ

ーでは次期光源計画を見据え、マルチビーム利用実験や複数の量子ビームを使った研究が提案され、実証実験が進んで

いる。このような高度な放射光利用実験を推進するために必要なビームライン技術は、真空紫外および軟・硬 X 線の光学系、

真空系、制御系、検出系、基盤設備など多岐に渡り、各技術要素の開発・高度化のみならず、それらを協働的に機能させる

ことが必要である。一方、各ビームラインで開発・導入された最先端の実験・計測技術を標準化・共用化して、広く共同利用に

供することは、放射光科学の発展に必須である。 

 

本公募の特別助教は、放射光科学第一・第二研究系、放射光実験施設の各部門、および KEK 加速器研究施設第 6 研究系

（放射光源加速器担当）と連携しながら、高度な精密 X 線光学技術の開発に取り組むとともに、マルチビーム利用実験や複

数の量子ビームを使った研究を推進して新しい放射光科学研究を開拓することが求められる。また、これらの活動を通じて

放射光科学分野の将来を担う人材の育成に取り組むことが期待される。X 線光学に関する経験・知識のある方はもとより、

経験・知識がないものの今後X線光学技術の研究開発に取り組む強い意欲のある方を歓迎する。 

 

※KEK では任期付き教員を特別教員（特別准教授、特別助教など）としており、任期なしの定年制教員（准教授、助教など）と

区別しています。本公募で採用された場合、任期付きから任期無しへの変更をする際には、テニュアトラックに準ずる扱いと

して、審査でその可否を決定します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www2.kek.jp/imss/pf/section/beamline/

	[Beamline engineering section] https://www2.kek.jp/imss/pf/eng/section/beamline/



